
いけまぜ夏フェス 2019 in いわみざわ	 レポート  

 
2019年 8月 3、4日 

 岩見沢市北村地区 
 
	 2019 年のいけまぜ夏フェスは 8 月 3、4 の両日、岩見沢市内で開催しました。同市での開催は
初めてです。参加者、サポーター（ボランティア）、運営委員など約 1,100人が参加し、１泊２日
で行ったイベントの内容をご報告いたします。 
 
★いけまぜの準備 
	 夏フェス開催前日の２日（金）午後、現地にメンバーが集まり、設営準備を開始しました。市内

北村の北村環境改善センター、北村トレーニングセンター、会場として使用させていただく小中学

校などにブルーシート、カーペットなどを敷き、午後６時過ぎまで作業を行いました。たくさんの

方が自家用車で来場するため、駐車場は、参加者、サポーター、実行委員や、宿泊のあるなしでも

振り分けます。炎天下で立ちっぱなしの作業、お疲れ様でした。 
 
 
 
 
 
 
 
★サポーターオリエンテーション 
いよいよ、開催当日。岩見沢市内はもちろん、全

国各地からサポーターの方々が集まりました。サポ

ーターは運営、支援、イベント、会場、調理、口腔

ケア、医療・看護・保育の 7 つの係があります。ま

ずは全係合同でオリエンテーションを行い、次に担

当別の各係に分かれて行いました。 

 
 
★オープニング 
午後１時、北村トレーニングセンター内に参加者が集まりました。いけまぜのテーマソング「進

（い）け」を一度練習した後で、みんなで大合唱。大会宣言が読み上げられ開会式のセレモニーが

始まりました。岩見沢開催呼びかけ人の大村優治さんが「２日間たくさんの事をこころで感じ、楽

しんで一緒に宝物を見つけましょう」とあいさつ。開催地実行委員会の鎌田勇実行委員長と松野哲

岩見沢市長から歓迎のあいさついただきました。高橋義男実行委員長は「人間もちつもたれつが大



事だ。みんなお互い様、助け合ってがんばろう。」とあいさつしました。この後、イベントの間、

参加者全員が身につける T シャツの背中に「惇（おもいや）り」の文字を書いてくれた石川惇心

君に、感謝の記念品を手渡しました。 
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

★ポイントラリー 
参加者や皆が楽しみにしていたポイントラリー。屋内外の複数の会

場に、さまざまなブースが設けられました。パトカーの体験乗車やシ

ャボン玉、ハンドマッサージ等、多彩なイベントがあり、子ども達は

目を輝かせて楽しんでいました。 
 
 
 
 
 
 
★夕食 
夕食の最大の特徴は、地元の玉葱を使い会場で手作りした玉葱

のうまみたっぷりカレーと北村ジンギスカンでした。カレーは、

美唄の日赤奉仕団の方々が、「こつこつ」と真心こめた鶏ガラス

ープを使って作られたもの。前日から素材の下ごしらえに入り、

当日は朝５時から準備を始めたそうです。ジンギスカンは、「女

性のネットワークいわみざわ」等、市内のボランティアの方々が、

暑い中、心を込めて焼いてくださいました。新鮮なブロッコリー



と一緒に味わった皆さんは「美味しい！」と満面の笑顔でした。中には 2回もおかわりする人がい

るなど、今年のカレーも大人気でした。 
 
 
 
	

★アトラクションと俺達の花火 
	 食後は、コンサートや千人踊りのアトラクションを楽しみまし

た。そして恒例の打ち上げ花火！ 
間近で見る花火にみんな大歓声。 
火の粉をかぶり、色とりどりの輝きを胸に焼き付けました。 
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

★就寝 
北村小学校・北村中学校など、数カ所に分かれて就寝しました。昼間の

暑さがこもり、少し寝づらい部屋もありました。再会を喜ぶ夜更かし組も

多かった…ですね。	  
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



★ラジオ体操 
快晴で迎えた２日目、毎年家族で参加している徳永標くんのお父さん（光さん）が体操、お母さ

ん(瑞穂さん)がキーボードを担当した夫婦共演によるラジオ体操が行われました。その後の運動会

に備え、しっかりとウォーミングアップ！ 
	

	

	

	

	

	

★	朝食 

２日目の朝は多忙です。後片付けをしながら食事をします。サポーターさんも慣れてきたのに、

あと少しでお別れ・・・涙がジワリ	 そして来年もまたね。 
	

	

	

	

	

	

★運動会 
ミニ運動会は、北村環境改善センター前駐車場で開催されました。朝からじりじりと太陽が照り

つける中、アスファルトに水をまいて暑さ対策。アナウンスを合図に続々と参加者たちが集まって

きました。時に日陰で一休みし、水を浴びながら、「猛獣狩り」「電車で GO」など 4種目を楽しみ

ました。「水運びリレー」では赤チームが１番でゴール。残りの３チームも最後までがんばってい

ました。 

	

	

	

	

	

	

	

★フィナーレ 
フィナーレでは参加者とボランティアの代表に、医療班の川村健太郎さんから修了証書が渡され

ました。実行委員会の鎌田さんが「2日間ありがとうございました。皆さん、楽しかったですか？

記憶に残る思い出ができましたか？」と問いかけると、参加者からは「は～い」と元気な返事が聞

かれました。そしていけまぜの歌とみんなともだちの歌の中退場。サポーターと実行委員見送りの

中、みんな北村の地をあとにしました。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年のいけまぜ夏フェスは苫小牧市で開催します。岩見沢の代表から苫小牧のよびかけ人に

いけまぜの旗が手渡されました。 

 
2020年、参加者の皆さんと苫小牧でお会いするのを楽しみにしています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、胆振東部地震や沖縄への募金ありがとうございました。 

日本がもっとみんなのために一体感のある国となりますように。 


